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( 1) 互いに関連する n個の部品から構成されたシステムにおいて期待総割引費用を最小にするような各
部品l乙対する最適取替方策が n 次元の管理限界方策となることを見出している白
(2) 各部品に対して，放置.他の司自との同時取替， システムの故障時の取替，単独予防取替からなる
実際的応用のための方策を提案し それが最適方策のよい近似となることを確認している白
(3) 各部品がつねに保全されているシステムにおいでは，システムの劣化が確率的に単調でない場合で
も，部品の一括取替方策が単調構造をもつことを示している。
以上のように本論文は互いに関連する多くの部品から構戚されたシステムの部品レベルでの取替問題
に関して多くの有用な知見を与えており 信頼性工学の理論と応用に寄与するところが大きい白よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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